
 

 周術期に中止が必要な薬剤一覧（抗血栓薬以外）  

2022.3.11 薬事委員会承認 

 

分類 商品名 休薬期間 添付文書記載 

卵胞ホルモン 

（エストロゲン） 
プレマリン錠 術前 4 週間 

慎重投与 

（術前 4 週、長期臥床の患者） 

黄体ホルモン 

（プロゲスチン） 

ヒスロン H 錠 200mg 

メドロキシプロゲステロン

酢酸エステル錠 200mg 

術後 1 週間 禁忌 

術後 4 週間 慎重投与 

卵胞ホルモン・ 

黄体ホルモン 

配合剤 

プラノバール配合錠 

★1）術前 4 週間、術後 2 週間、 

産後 4 週間 

重要な基本的注意 

（やむを得ず手術が必要な場

合は血栓症の予防に十分配慮

すること） 

メノエイドコンビパッチ 慎重投与 

（術前、長期臥床の患者） ウェールナラ配合錠 

ジェミーナ配合錠 

術前 4 週間、術後 2 週間、 

産後 4 週間 
禁忌 

ヤーズ配合錠 

ヤーズフレックス配合錠 

ルナベル配合錠 LD/ULD 

フリウェル配合錠LD/ULD 

低用量 OC（ピル） 

シンフェーズ T28 錠 

術前 4 週間、術後 2 週間、 

産後 4 週間 
禁忌 

アンジュ 21、28 錠 

トリキュラー21、28 錠 

ラベルフィーユ 21、28 錠 

マーベロン 21、28 錠 

ファボワール 21、28 錠 

SERM 

（骨粗鬆症治療剤） 

エビスタ錠 

ラロキシフェン錠 

術前 3 日～完全歩行可能まで 禁忌 

ビビアント錠 

バゼドキシフェン錠 

 

 

 

 

 

 

 

 

★1）添付文書に明確な期間の記載はないが、他のホルモン剤に準ずる    

★2）添付文書に明確な期間の記載はないが、乳酸アシドーシスを起こしやすいので造影 CT 時の休薬期間に 

準ずる 

★3）添付文書に明確な期間の記載はないが、周術期におけるストレスや絶食により、ケトアシドーシスが惹起 

される危険性があるため 

 

参考文献：添付文書 

低用量経口避妊薬の使用に関するガイドライン（改訂版） 

低用量経口避妊薬、低用量エストロゲン・プロゲスチン配合剤ガイドライン 2020 年度版 

SGLT2 阻害薬の適正使用に関する Recommendation（SGLT2 阻害薬の適正使用に関する委員会） 

分類 商品名 休薬期間 添付文書記載 

ビグアナイド剤 

（糖尿病治療薬） 

メトグルコ錠 

グリコラン錠 

メトホルミン塩酸塩錠 

イニシンク配合錠 

エクメット配合錠 LD/HD 

メタクト配合錠 LD/HD 

メトアナ配合錠 LD/HD 

手術前後 

★2）（術前 2 日から術後 2 日） 
禁忌 

ジベトス錠 

ブホルミン塩酸塩腸溶錠 

SGLT2 

阻害剤 

（糖尿病治療薬） 

※一部の薬剤で 

心不全、腎不全 

適応あり 

カナグル錠 

ジャディアンス錠 

スーグラ錠、デベルザ錠 

フォシーガ錠、ルセフィ錠 

カナリア配合錠 

スージャヌ配合錠 

トラディアンス配合錠 AP/BP 

★3）術前 3 日～ 

食事が十分摂取できる 

ようになるまで 

禁忌 

（手術前後の患者） 


